
新潟県のツキノワグマ 新潟県のツキノワグマ 

主催：NPO法人新潟ワイルドライフリサーチ 認定NPO法人くびき野NPOサポートセンター 

共催：上越市(環境保全課) 妙高市(環境生活課） 協力：認定NPO法人日本NPOセンター  

後援：公益財団法人こしじ水と緑の会 生物多様性保全ネットワーク新潟 

協賛：損保ジャパン日本興亜  講演協力：浪花 彰彦(Bear Smart Japan)  山﨑晃司（東京農業大学 教授） 

 お問い合わせ・参加申込（無料） 
          は裏面へ→ 

47都道府県のNPOと地域の皆さま、損保ジャパン日本興亜が一緒になって、全国各地の「いきものが住みやすい 
環境づくり」を行うプロジェクトです。損保ジャパン日本興亜が寄付を行い、地域の環境NPOやNPO支援センター、 
日本NPOセンターと協働で、市民参加型の体験イベントを開催します。参加募集の案内や、 
開催報告など臨時専用サイトに掲載。地域みんなで参加できるイベントを目指します。(http://savejapan-pj.net/) 

※本イベントは、損保ジャパン日本興亜からの寄付金を基に開催しています 

2019.09.28 2019.09.28 
上越人材 
       ハイスクール 
上越人材 
       ハイスクール 

13:00～17:00 13:00～17:00 

出没と被害の現状 

分布と生息の状況 

遭遇時の対処 

クマと人間の共存とは？ 

─知る所から、対策が始まる─ 

 近年出没が騒がれているツキノワグマ。 
彼らが最近になって人里に降りてくるようになったのには、 

ちゃんとした理由があります。 
 

 家族や友人、何より自分自身を守るため。 
まずは、新潟のクマを知るところから始めてみませんか？ 

 

会場：上越人材ハイスクール ２F・視聴覚室 

時間：9月28日(土) 13:00～17:00 (12:30 開場) 

【会場・日時】 

(上越市高土町3丁目1番15号) 

参加費：無料（要申込） 

─講演内容─ 

①「新潟県のクマの出没と被害の現状について」 
   NPO法人新潟ワイルドライフリサーチ会長 
   長岡技術科学大学工学部准教授 山本麻希 

②「新潟県におけるクマの分布状況と生息状況」 
   NPO法人新潟ワイルドライフリサーチ副会長 
   福島大学農学群食農学類准教授 望月翔太 

③「クマ遭遇時の対処と、適切な管理について」 
   株式会社うぃるこ 鳥獣専門対策員  
                  清水あゆみ 

④パネルディスカッション 
       「クマと人間の共生に向けて」 
 

内容：事例紹介の講演およびパネルディスカッション 

現状と対策を知るシンポジウムin上越 

定員：108名 



  

【日時】 9月28日(土) 13:00～17:00 (12:30開場) 

【場所】上越人材ハイスクール 視聴覚室（上越市高土町3丁目1番15号） 

参加申込書 申込締切：9月26日(木) 

代表者氏名 

年齢   歳／性別 □男性 □女性 

ふりがな 

住所 〒 

全参加者名 (名前/年齢/性別) 

電話番号 Ｅ-ｍａｉｌ 

※ご記入いただいた個人情報は、イベント開催に伴う参加者への連絡時または保険の手配等に使用します。 
  ＳＡＶＥ JAPANプロジェクト以外の目的では使用しません。 

FAX 025-522-6669 

■申込み・問合せ/特定非営利活動法人くびき野ＮＰＯサポートセンター 

TEL/025-522-6639  Mail/ info＠kubikino-npo.jp 

（電話・メールでのお申し込みも可能です） 

新潟県のツキノワグマ 
現状と対策を知るシンポジウムin上越 


